
フォーマルハウト 
みなみのうお座

ざ

のアルファ星「フォーマル

ハウト」（Fomalhaut）は「魚の口」の意味を

持つ秋の夜空唯
ゆい

一
いつ

の１等星です。プラネタリ

ウムでは「南の一つ星」と紹介
しょうかい

することがあり

ます。太陽からの距離
き ょ り

は２５光年と近く、色もや

や黄色で、太陽に似
に

ており、銀河
ぎ ん が

系
けい

の中でも

目立たない星と思われてきました。 

ところが１９８９年、この星の周囲
しゅうい

にダスト

（塵
ちり

）の環
わ

（円盤
えんばん

）が有るらしいことが分かる

と、突然
とつぜん

多くの天文台で観測
かんそく

が行われるようになりました。フォーマルハウトは生まれて間も

ない若
わか

い星（約
やく

４億歳
おくさい

）で、太陽より一回り小さい赤い星と共
とも

に連星
れんせい

系
けい

を作っています。ダス

トとは、星が星雲の中で誕生
たんじょう

した時の残
のこ

りの物と考えられます。具体的
ぐ た い て き

には氷や岩のかけら

です。条件
じょうけん

が整
ととの

えば、ダストが集まって惑星
わくせい

に成長
せいちょう

するかも知れません。条件が合わなけれ

ば、太陽
たいよう

系
けい

にある小惑星（主に火星と木星の間にある）や、太陽系外
がい

縁
えん

天体（主に海王星

の軌道
き ど う

より外側にある）のように太陽系形成
けいせい

の時の記憶
き お く

を留
とど

める小さな天体となります。 

写真は南米チリのアタカマ砂漠
さ ば く

にあるALMA（アルマ）望遠鏡
ぼうえんきょう

が２０１７年に見たフォーマ

ルハウトとその周囲
しゅうい

のダストの環です。アルマ望遠鏡は、６６台のパラボラ型
がた

電波望遠鏡を

組み合わせたもので、赤外線で遠くの天体を見る性能
せいのう

に優
すぐ

れています。この写真のダストの

環は直径
ちょっけい

４００億キロメートル、 幅
はば

は 20 億キロメートル。太陽系でいうと彗星
すいせい

の巣
す

であるカ

イパーベルト天体に相当するものだろうと考えられています。 

２０２１年１０月２１日記 （解説員
かいせついん

：田部
た べ

 一志
い っ し

） 

アルマ望遠鏡で見たフォーマルハウトの環 
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